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７
月
12
・
25
日
、８
月
10
日
、役
場
庁
議

室
に
お
い
て
、藤
本
町
長
よ
り
出
場
選
手
へ

激
励
費
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
、大
会
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
大  

会  

名
】

　

第
61
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道

　

競
技
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

中
村　

拓
海
く
ん（
鹿
島
）

　
　
　
　
　
　
（
文
徳
高
校
３
年
）

【
開  

催  

地
】　

長
崎
県
佐
世
保
市

【
開
催
期
間
】　

７
月
14
日
～
15
日

【
種
　
　
目
】　

団
体
組
手

【
大  

会  

名
】

　

第
38
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会

　

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

橋
本　

匠
海
く
ん（
川
上
）

　
　
　
　
　
　
（
氷
川
中
１
年 

大
真
館
）

　

橋
本　

響
く
ん（
川
上
）

　
　
　
　
　
　
（
宮
原
小
６
年 

大
真
館
）

【
開  

催  

地
】　

千
葉
県
千
葉
市

【
開
催
期
間
】　

７
月
15
日
～
16
日

【
種
　
　
目
】　

個
人
組
手
・
形

【
大  
会  

名
】

　

第
18
回
全
九
州
高
等
学
校

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

上
原　

佑
太
く
ん（
立
神
）

　
　
　
　
　
　
（
氷
川
高
校
３
年
）

　

木
下　

果
歩
さ
ん（
西
野
津
）

　
　
　
　
　
　
（
氷
川
高
校
２
年
）

【
開  

催  

地
】　

福
岡
県
北
九
州
市

【
開
催
期
間
】　

７
月
21
日
～
22
日

【
種
　
　
目
】　

個
人
男
子
・
団
体
女
子

【
大  

会  

名
】

　

第
45
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

選
手
権
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

上
原　

佑
太
く
ん（
立
神
）

　
　
　
　
　
　
（
氷
川
高
校
３
年
）

　

木
下　

果
歩
さ
ん（
西
野
津
）

　
　
　
　
　
　
（
氷
川
高
校
２
年
）

【
開  

催  

地
】　

新
潟
県
燕
市

【
開
催
期
間
】　

８
月
３
日
～
６
日

【
種
　
　
目
】　

個
人
男
子
・
団
体
女
子

【
大  

会  

名
】

　

国
民
体
育
大
会

　

第
32
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

【
出
場
選
手
名
】

　

上
原　

佑
太
く
ん（
立
神
）

　
　
　
　
　
　
（
氷
川
高
校
３
年
）

　

木
下　

果
歩
さ
ん（
西
野
津
）

　
　
　
　
　
　
（
氷
川
高
校
２
年
）

【
開  

催  

地
】　

沖
縄
県
宜
野
湾
市

【
開
催
期
間
】　

８
月
18
日
～
19
日

【
種
　
　
目
】　

少
年
男
子
・
少
年
女
子

【
大  

会  

名
】

　

平
成
24
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　
（
バ
ン
ビ
の
部
）

【
出
場
選
手
名
】

　

山
下　

幸
也
く
ん（
鹿
島
）

　
　
　
　
　
　
（
竜
北
西
部
小
２
年
）

【
開  

催  

地
】　

兵
庫
県
神
戸
市

【
開
催
期
間
】　

７
月
27
日
～
29
日

【
種
　
　
目
】　

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

小
学
２
年
生
以
下

【
大  

会  

名
】

　

第
63
回
全
日
本
高
等
学
校

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

星
田　

拓
実
く
ん（
東
上
宮
）

　
　
　
　
　
　
（
国
府
高
校
３
年
）

【
開  

催  

地
】　

新
潟
県
柏
崎
市

【
開
催
期
間
】　

７
月
28
日
～
８
月
３
日

【
種
　
　
目
】　

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

全
国・九
州
大
会
出
場
選
手
激
励
会

▲左から、中村拓海くん、橋本匠海くん、橋本響くん

▲左から、上原佑太くん、木下果歩さん

▲山下幸也くん

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

短
　　歌

俳
　　句

■
惜
ま
れ
て
別
れ
行
く
日
の
も
み
ぢ
か
な

　
定
年
退
職
送
別
会

　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
塚
　
竹
中
　
　
力

■
讃
美
歌
に
心
洗
わ
れ
ゆ
く
吾
に

　
一
刷
の
雲
秋
を
告
げ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
ヶ
丘
　
宮
﨑
敬
四
郎

■
五
月
雨
の
け
ぶ
る
野
中
を
黄
傘
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
津
　
宮
本
　
末
秋

■
川
蜻
蛉
仲
良
く
交
差
群
と
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
塚
　
桑
原
ゆ
き
代

■
花
影
に
何
処
よ
り
耒
し
夏
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
本
　
髙
橋
　
澄
子

■
蟬
し
ぐ
れ
孫
ら
の
気
配
に
止
ま
る
声

　
　
　
　
　
　
　
　
南
鹿
野
　
尾
崎
　
京
子

■
阿
蘇
の
山
え
ぐ
り
取
ら
れ
て
梅
雨
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
西
野
津
　
古
崎
ス
エ
ノ

■
冷
房
を
弱
め
て
寛
ぐ
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
西
野
津
　
古
崎
　
栄
子

■
悠
久
の
時
よ
止
ま
れ
と
せ
み
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
塚
　
永
田
　
俊
雄

■
竹
の
秋
峠
を
守
る
警
備
員

　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
　
　
香
山
菊
童
子

■
棚
経
を
あ
ぐ
る
盆
僧
声
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
　
　
香
山
セ
ツ
子

■
人
生
の
す
べ
て
を
描
け
る
秋
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
塚
　
竹
中
　
　
力

■
蝉
し
ぐ
れ
攻
め
る
が
如
く
去
り
ゆ
く
か

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
ヶ
丘
　
宮
﨑
敬
四
郎

　
投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、
短
歌
・
俳

句
そ
れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。
必
要
な
場
合

は
、
ル
ビ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
先
月
号
、
本
田
花
風
氏
の
タ
イ
ト
ル
「
六
月
の
雨
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
六
月
の
雨…

１

Ｑ
６
５
青
春
の
想
い
で
」で
し
た
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
古
の
ア
テ
ネ
民
意
諮
り
し
人
心
得

　
今
日
昨
日
の
民
意
い
ず
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
法
道
寺
　
本
田
　
花
風

■
阿
蘇
の
山
豪
雨
被
害
に
茫
然
と

　
自
然
の
怖
さ
悲
し
み
更
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
村
　
濱
田
　
照
昭

■
沼
底
に
隠
れ
し
雑
魚
を
足
先
で

　
突
つ
き
追
い
出
す
白
鷺
の
知
恵
技

　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
津
　
宮
本
　
末
秋

■
蓮
の
花
ピ
ン
ク
の
映
え
て
数
多
咲
く

　
自
轉
車
お
り
て
し
ば
し
見
と
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
塚
　
桑
原
ゆ
き
代

■
梅
雨
明
け
て
辺
り
に
響
く
蝉
時
雨

　
燕
は
腹
を
見
せ
て
飛
び
交
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
本
　
髙
橋
　
澄
子

■
ほ
お
ず
き
を
鳴
ら
し
て
み
た
き
幼
な
日
の

　
友
を
想
い
て
造
花
を
眺
む

　
　
　
　
　
　
　
　
南
鹿
野
　
尾
崎
　
京
子

■
初
成
り
の
ゴ
ー
ヤ
日
影
も
作
り
お
る

　
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て
今
日
も
暮
れ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
西
野
津
　
古
崎
ス
エ
ノ

■
真
夏
日
に
樹
木
の
蔭
に
停
車
し

　
水
分
補
給
の
営
業
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
西
野
津
　
古
崎
　
栄
子

■
打
つ
手
無
し
未
曾
有
の
豪
雨
今
更
に

　
自
然
の
脅
威
思
い
知
ら
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
本
　
橋
村
　
正
之

■
遠
き
日
の
借
家
住
い
の
渋
団
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
ヶ
丘
　
吉
田
　
照
子

■
う
ろ
こ
雲
音
な
く
な
び
く
嶺
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
　
　
田
中
　
澄
子

■
わ
ら
べ
等
の
団
扇
ひ
ら
め
く
盆
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
ヶ
丘
　
宮
﨑
ト
シ
子

ざ

　こさ

　ぎ

 
満
中
陰
（
貮
）吉

本
　
橋
村
　
正
之

三
途
の
川
を
渡
れ
ば
其
処
に

媼
と
翁
が
待
ち
受
け
居
り
て

忽
ち
死
者
の
衣
服
を
剥
が
し

衣
領
樹
の
木
の
枝
に
と
懸
け
る

枝
は
し
な
れ
ど
死
者
生
前
に

犯
し
た
罪
の
度
合
に
応
じ

し
な
り
具
合
が
変
化
を
す
れ
ば

以
後
の
裁
き
の
証
拠
と
さ
れ
る

無
益
に
生
き
物
命
を
奪
う

五
戒
の
中
で
最
大
の
悪

死
者
生
前
の
殺
生
行
為

二
七
日
の
日
審
判
さ
れ
る

邪
淫
の
裁
き
は
三
七
日
の
日
で

男
に
は
ネ
コ
女
に
は
ヘ
ビ

そ
れ
ぞ
れ
使
い
責
め
糾
す
な
ら

隠
し
通
せ
ず
忽
ち
露
見

魔
法
の
秤
は
四
七
日
目
に
て

死
者
生
前
の
言
動
の
悪

量
り
て
即
座
に
来
世
を
告
げ
る

地
獄
と
言
わ
れ
た
死
者
大
慌
て

 

生
き
物
調
査

法
道
寺
　
本
田
　
花
風

家
の
前
を
流
れ
る
川
は
、
昔
近
所
の
子
供

た
ち
の
水
遊
び
場
、
ま
さ
に
清
流
そ
の
も

の
、
今
は
農
業
用
水
と
化
し
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
水
も
細
々
と
流
れ
る
程

度
。
数
年
前
の
こ
と
、
数
人
の
大
人
た
ち

の
話
し
声
が
す
る
の
で
外
に
出
て
み
る

と
、
川
の
中
で
何
や
ら
捜
し
て
い
る
様
子
。

「
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
聞
く
と
、

「
県
の
職
員
で
生
物
調
査
を
し
て
い
ま
す
」

と
返
事
。「
あ
ぁ
ー
、
い
き
も
の
が
か
り

で
す
ね
」
と
言
う
と
若
い
女
性
が
一
人
だ

け
ニ
コ
ッ
と
笑
顔
を
向
け
た
。
ほ
か
の
男

た
ち
は
反
応
な
し
。
彼
女
が
分
か
っ
て
く

れ
ジ
ョ
ー
ク
も
意
義
あ
り
溜
飲
下
が
る
。

倫
敦
五
輪
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
“風
が
吹
い

て
い
る
”
は
毎
日
の
よ
う
に《
い
き
も
の

が
か
り
》
が
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
文
芸
欄

に
関
心
の
あ
る
人
が
、
彼
女
ら
の
存
在
を

知
っ
て
い
れ
ば
幸
い
だ
が
。

こ

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
け

つ

ら

み
ね

し
ぶ


